
 

 

3.11大震災における中日協力シンポジウムに参加し、 

事業支援部の風間一男が講演 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012年 4月 3日、北京大学で開催された「災害における中日協力シンポジウム」にて、ソルクシーズ

事業支援部の風間一男が「IT関連の被災実態と IT危機管理対策」と題し、講演を行いました。 

 

講演では、東日本大震災の被災地宮城県仙台市に所在するソルクシーズのグループ会社 

㈱インターディメンションズの震災時の状況、震災後の復興に向けた社員の活動ならびに事業継続

対策（BCP）が紹介され、シンポジウムに参加した日中の政府・大学・産業界の方々の意見交換に役

立てられました。 

 

また、シンポジウムのアジェンダや東北地方の観光地の紹介には、当社の合弁会社である 

索路克(杭州)信息科技のデジタルサイネージ『CocodeTouch』が使用され、多くの方々が 

『CocodeTouch』の大画面タッチパネルを体験しました。 

 

 

 


